
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘

い
２
０
２
０
春
闘
に
つ
い
て

昨
年
10
月
ひ
た
ち
な
か
市
議

選
「
井
坂
章
氏
」
、
今
年
９
月

い
わ
き
市
議
選
「
狩
野
昭
光
氏
」

が
当
選
し
た
。
選
挙
闘
争
は
関

係
分
会
が
主
体
に
な
っ
て
、
組

合
員
の
多
大
な
協
力
の
成
果
で

あ
っ
た
。

今
後
解
散
選
挙
の
動
き
も
あ

り
ま
す
が
、
反
原
発
・
脱
原
発
、

戦
争
を
さ
せ
な
い
国
作
り
を
焦

点
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

今
年
３
月
常
磐
線
の
全
線
開

通
と
な
っ
た
。
福
島
第
一
原
発

事
故
か
ら
多
く
学
び
、
「
雇
用

の
確
保
」
「
労
働
条
件
の
確
保
」

「
健
康
被
害
阻
止
」
に
向
け
て

奮
闘
し
て
き
た
。

国
労
水
戸
は
、
鉄
道
事
業
い

わ
ゆ
る
Ｊ
Ｒ
は
国
民
の
大
き
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
ひ
と
つ
で
国

民
の
足
を
守
る
責
任
が
あ
る
。

そ
れ
は
企
業
内
労
働
組
合
と
し

て
の
責
任
も
あ
る
。

会
社
に
対
し
て
労
働
環
境
・

労
働
条
件
の
確
保
を
主
張
し
、

労
働
組
合
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
果
た
し
て
き
た
。

復
旧
工
事
対
策
委
員
会
で
議

論
を
重
ね
な
が
ら
、
多
く
の
不

安
を
抱
え
な
が
ら
業
務
を
行
っ

て
き
た
。
全
体
で
労
を
ね
ぎ
ら
っ

て
い
き
た
い
。

福
島
第
一
原
発
の
事
故
を
当

該
地
本
と
し
て
、
風
化
さ
せ
な

い
・
広
め
る
こ
と
か
ら
国
労
フ

ク
シ
マ
交
流
会
の
結
集
を
呼
び

か
け
る
。

反
合
理
化
・
労
働
条
件
の
闘

い
「
職
場
改
善
要
求
」
「
ダ
イ

ヤ
改
正
に
関
わ
る
要
求
」
「
事

象
ご
と
の
要
求
」
に
つ
い
て
団

体
交
渉
を
基
本
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

地
本
と
分
会
そ
し
て
各
職
協

の
連
絡
体
制
を
密
に
し
て
、
要

求
集
約
と
現
場
目
線
に
合
わ
せ

た
対
応
を
し
て
い
く
。

６
月
に
水
戸
線
ワ
ン
マ
ン
化

の
提
案
が
あ
り
、
対
策
委
員
会

を
立
ち
上
げ
関
係
市
町
村
へ
の

要
請
、
陳
情
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
。

「
安
全
・
安
定
輸
送
」
が
私

た
ち
の
使
命
で
あ
る
。
社
員
の

労
働
条
件
の
確
立
、
利
用
者
の

安
全
に
向
け
た
問
題
点
を
追
及

し
て
い
く
。

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
雇
用
先

労
働
条
件
に
つ
い
て
、
丸
投
げ

に
さ
せ
な
い
。
Ｊ
Ｒ
と
し
て
責

任
を
持
た
せ
る
意
味
を
含
め
て
、

安
全
を
脅
か
す
外
注
施
策
に
随

時
、
要
求
を
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
職
場
で
職
場
か
ら

の
改
善
を
勝
ち
取
り
社
員
代
表

者
と
い
う
成
果
が
あ
っ
た
。
こ

れ
こ
そ
が
国
労
運
動
で
あ
る
と

感
じ
た
。

「
分
会
運
動
の
強
化
」
い
わ

ゆ
る
班
・
分
会
で
の
「
点
検
・

摘
発
行
動
」
が
必
要
で
す
。
班

集
会
・
分
会
執
行
委
員
会
の
充

実
が
必
要
で
す
。

組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て

東
労
組
の
瓦
解
と
同
時
に
新

労
組
の
立
ち
上
げ
た
。
同
時
に

会
社
は
徹
底
し
た
労
務
管
理
の

強
化
や
社
友
会
の
立
ち
上
げ
で

労
働
組
合
不
要
論
を
作
っ
て
き

た
。新

採
行
動
・
対
話
行
動
を
し

て
い
く
上
で
支
部
・
分
会
オ
ル

グ
の
実
施
や
分
会
全
体
集
会
へ

の
参
加
も
行
っ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ
た
が

地
本
と
し
て
「
今
の
環
境
で
何

が
出
来
る
か
」
を
各
分
会
の
状

況
把
握
や
問
題
点
の
集
約
を
行
っ

て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
の
結
果
、
今
年
度
は
２
名
の

拡
大
が
あ
り
ま
し
た
。

社
員
代
表
選
は
組
合
の
代
表

で
は
な
い
が
、
選
挙
対
策
で
の

組
織
運
動
、
以
前
と
代
表
者
と

な
っ
て
か
ら
の
行
動
の
違
い
を

を
み
せ
つ
け
て
い
る
。

そ
の
行
動
か
ら
「
労
働
組
合

は
必
要
」
と
い
っ
た
声
も
若
手

プ
ロ
パ
ー
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

全
組
合
員
で
共
通
し
た
認
識

に
で
き
れ
ば
組
織
拡
大
に
結
び

付
く
も
の
だ
と
確
信
す
る
。

社
員
代
表
選
は
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

国
労
本
部
が
示
し
た
５
年
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
今
年
度
は

「
組
織
財
政
検
討
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
将
来
に
む
け
た
課

題
に
つ
い
て
組
合
員
の
声
を
ベ
ー

ス
に
付
託
を
し
て
い
く
。

国
労
運
動
を
継
承
さ
せ
る
た

め
、
組
織
強
化
拡
大
に
向
け
た

総
団
結
・
総
決
起
を
要
請
し
ま

す
。
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速報

代
議
員
か
ら
の
書
面
を
確
認
の
上
、
一
般
経
過
報
告
、
２
０

２
０
年
度
運
動
方
針
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
ス
ト
権
の
確
立
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
、
選
挙
管
理
委

員
か
ら
役
員
・
地
方
委
員
の
報
告
が
あ
っ
た
。

大
会
宣
言
が
可
決
さ
れ
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
大
会
は
閉
会

し
た
。


